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メイン
特 集 相

続
ル
ー
ル
改
正
で

ア
ド
バ
イ
ス
は
ど
う
変
わ
る
か

相
続
ル
ー
ル
の
変
更
点
に
つ
い
て

改
正
民
法
を
中
心
に
解
説
し
て
い
く
。

P16－33解説

大和総研　研究員

小林章子

配偶者の
居住権の創設
相続で持ち家の所有
権が他の人にわたっ
ても、配偶者がその
まま住み続けられる
権利が創設された

改正 ❶

詳細は ページ16

一部分割

遺産の一部のみを分
割する方法が明文化
された。分けにくい
財産が“放置”される
懸念も

改正 ❼

詳細は ページ25

自筆証書遺言の
保管制度創設
自筆証書遺言の原本
を法務局に保管でき
るようになった。紛
失や破棄、方式違反
のおそれがなくなる

改正 ❷

詳細は ページ18

遺贈の
担保責任等
遺贈する際は「相続
開始時の状態」で財
産を引き渡せばよい
ことに。遺贈義務者
の責任が軽減される

改正 ❽

詳細は ページ26

自筆証書遺言の
方式緩和
財産目録が自書以外
でも認められるよう
になった。自筆証書
遺言作成のハードル
が下がる

改正 ❸

詳細は ページ20

遺言執行者の
権限の明確化等
遺言執行者の権限が
明確に規定され、執
行しやすくなるが、
財産の管理責任が問
われる可能性も

改正 ❾

詳細は ページ27

夫婦間での
居住用財産の贈与
婚姻期間20年以上
の夫婦間で行われた
自宅の贈与は、原則
として遺産分割の計
算から外される

改正 ❹

詳細は ページ21

遺産分割前に処分
された財産の扱い
「相続開始後、遺産
分割前」に１人の相
続人が使い込んだ財
産についても、遺産
分割の対象に

改正 10

詳細は ページ28

権利／義務の
承継に関する見直し
法定相続分を超えて
財産を取得したとき、
その権利を主張する
には登記等の対抗要
件が必要になる

改正 13

詳細は ページ31

特別寄与料
制度
「息子の嫁」など相
続人ではない親族で
も、介護等の貢献度
合いに応じて金銭の
請求が可能に

改正 ❺

詳細は ページ22

遺留分減殺
請求の見直し
これまで「現物の返
還」が原則だった遺
留分の請求が、「金
銭の支払い請求」に
一本化される

改正 11

詳細は ページ29

相続預金の取扱いに
関する判例変更
一定の預貯金は、遺
産分割の対象になる。
遺産分割前の預貯金
の払戻し制度の利用
が必要に

改正 14

詳細は ページ32

預貯金の仮払い
制度の創設等
遺産分割前であって
も、相続人単独で預
貯金の払出し請求を
行えるような制度を
創設

改正 ❻

詳細は ページ24

遺留分の算定
方法の見直し
遺留分の計算に含ま
れる贈与が「相続開
始前10年間の贈与」
「特別受益にあたる
贈与」に限定される

改正 12

詳細は ページ30

法定相続情報
証明制度
相続税の申告や預貯
金の払戻しなどの手
続き時に戸籍謄本の
原本を提出する必要
がなくなる

改正 15

詳細は ページ33
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メイン
特 集

配偶者居住権の利用例図表2

改正前 改正後

所有権

所有権
(配偶者居住権の制限あり)

配偶者居住権

6,000万円
子

6,000万円
妻

6,000万円

6,000万円

3,000万円

3,000万円

3,000万円

3,000万円

子

妻

預金がもらえない…。
生活費はどうしよう？
家を売るしかないかも…。

遺言書
「子に自宅を遺贈する」
「妻に配偶者居住権を
遺贈する」

住む場所も生活費も
確保できる！

 男性Xは、相続に備えて遺言書を作成しようと考えている。
 相続人は妻（同居）と子1人、相続財産は家（6,000万円）と預貯金6,000万円。
 配偶者居住権の評価額3,000万円。
 妻をそのまま家に住まわせ、かつ法定相続分どおり（各2分の1）相続させたい。

相続ルール改正で
アドバイスはどう変わるか

配偶者短期居住権と配偶者居住権の比較図表1

（a）配偶者短期居住権 （b）配偶者居住権
権利の範囲 持ち家のうち無償居住の部分のみ 持ち家全体

存続期間 相続開始から最短６ヵ月間 原則として配偶者が亡くなるまで

共有建物の場合 居住権成立 配偶者以外との共有の場合不成立

権利の内容 居住のみ 居住に加えて収益（賃貸等）も可

相続させる手続 特別な手続は不要 遺贈または遺産分割が必要

譲渡の可否 不可 不可

登記の可否 登記不可 登記可（配偶者から請求できる）

遺産分割時の扱い 考慮されない 考慮される

配偶者の死亡時 権利が消滅する（相続されない） 権利が消滅する（相続されない）

（出所）大和総研作成

（出所）大和総研作成

Ⅰ 
改
正
の
概
要

　

夫
婦
ど
ち
ら
か
一
方
の
持
ち
家
に

住
ん
で
い
る
配
偶
者
に
つ
い
て
、「
配

偶
者
短
期
居
住
権
」
と
「
配
偶
者
居

住
権
」
の
２
つ
の
権
利
が
創
設
さ
れ

た
（
図
表
１
）。
相
続
に
よ
っ
て
家

の
所
有
権
が
他
の
相
続
人
や
第
三
者

に
渡
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
ま
ま
住

み
続
け
ら
れ
る
権
利
で
あ
る
。

Ⅱ 

改
正
前
の
内
容

 

（
改
正
前
の
問
題
点
）

⒜
配
偶
者
短
期
居
住
権

　

被
相
続
人
（
相
続
さ
れ
る
人
）
が

死
亡
し
て
相
続
が
発
生
す
る
と
、
遺

言
が
な
い
限
り
、
遺
産
は
共
同
相
続

人
の
共
有
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
被

相
続
人
の
持
ち
家
に
住
ん
で
い
る
配

偶
者
は
、
相
続
開
始
後
、
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
例
え
ば
、
住
ん
で
い
る
家
が
、

遺
言
に
よ
り
子
の
１
人
に
相
続
さ
れ

た
場
合
に
は
、
所
有
者
に
な
っ
た
子

が
住
む
こ
と
を
認
め
て
く
れ
な
け
れ

ば
、
配
偶
者
は
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
。
相
続
が
発
生
す
る

と
た
ち
ま
ち
住
む
場
所
を
追
わ
れ
か

ね
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
配
偶
者

が
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
保
護
す

る
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
。

⒝
配
偶
者
居
住
権

　

被
相
続
人
の
持
ち
家
に
住
ん
で
い

る
配
偶
者
は
、
相
続
開
始
後
も
そ
の

ま
ま
そ
の
家
に
住
み
続
け
る
こ
と
を

望
ん
で
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
家

そ
の
も
の
（
所
有
権
）
を
配
偶
者
に

相
続
さ
せ
る
こ
と
で
も
実
現
で
き
る

が
、
他
に
も
相
続
人
が
い
る
場
合
は
、

そ
の
人
の
相
続
分
に
も
配
慮
す
る
必

要
が
生
じ
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
不

動
産
の
評
価
額
は
高
額
と
な
る
た
め
、

そ
れ
の
み
で
配
偶
者
の
相
続
分
の
大

半
を
占
め
て
し
ま
い
、
預
貯
金
な
ど

他
の
遺
産
を
相
続
す
る
余
地
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

Ⅲ 

改
正
内
容

⒜
配
偶
者
短
期
居
住
権

　

被
相
続
人
の
持
ち
家
に
住
ん
で
い

る
そ
の
配
偶
者
は
、
少
な
く
と
も
相

続
開
始
か
ら
６
ヵ
月
間
、
そ
の
ま
ま

無
償
で
住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
遺
言
や
遺
産
分
割
で
、
家
を

配
偶
者
以
外
の
相
続
人
が
相
続
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
配
偶
者

は
と
り
あ
え
ず
、
居
住
を
確
保
し
つ

つ
、
新
し
い
住
み
か
を
探
す
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
権
利
は
遺
産

分
割
で
も
考
慮
さ
れ
な
い
た
め
、
相

続
分
が
減
っ
て
し
ま
う
心
配
も
な
い
。

⒝
配
偶
者
居
住
権

　

被
相
続
人
の
持
ち
家
に
住
ん
で
い

る
そ
の
配
偶
者
が
、
原
則
と
し
て
亡

の
利
益
（
特
別
受
益
）
と
し
て
考
慮

さ
れ
る
た
め
、
相
続
分
が
減
っ
て
し

ま
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
所
有
権
の
よ
う
に
家
の

売
却
な
ど
は
で
き
ず
、
利
用
す
る
だ

け
の
権
利
で
あ
る
た
め
、
所
有
権
と

比
べ
て
評
価
額
は
低
く
な
り
、
そ
の

分
、
預
貯
金
な
ど
他
の
遺
産
を
取
得

し
や
す
く
な
る
（
図
表
２
）。

　
い
ず
れ
も
、
２
０
２
０
年
７
月
12

日
ま
で
の
政
令
で
定
め
る
日（
未
定
）

に
施
行
さ
れ
る
。

Ⅳ 

改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

⒜
配
偶
者
短
期
居
住
権

　

配
偶
者
短
期
居
住
権
は
こ
れ
ま
で

の
取
扱
い
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
、

実
務
上
大
き
な
影
響
は
な
い
。

⒝
配
偶
者
居
住
権

　

配
偶
者
居
住
権
は
、
例
え
ば
「
配

偶
者
に
そ
の
ま
ま
自
宅
に
住
み
続
け

て
も
ら
い
、
生
活
資
金
も
で
き
る
だ

け
残
し
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
相
談

者
に
対
す
る
一
つ
の
ア
ド
バ
イ
ス
に

な
る
だ
ろ
う
。
遺
産
分
割
で
相
続
さ

せ
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
確
実
性
か

ら
あ
ら
か
じ
め
遺
贈
し
て
お
く
の
が

望
ま
し
い
。
そ
の
際
に
は
自
筆
証
書

遺
言
が
利
用
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と

（
項
目
②
、
③
）
も
説
明
す
る
の
が

有
益
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
配
偶
者
居
住
権
を
登
記
し

な
い
ま
ま
だ
と
、
仮
に
家
を
相
続
し

た
子
が
売
却
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、

買
主
に
対
し
て
居
住
権
を
主
張
で
き

な
く
な
る
。
必
ず
登
記
を
す
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
い
。

　

配
偶
者
居
住
権
に
つ
い
て
は
、
そ

の
財
産
的
価
値
を
ど
う
評
価
す
る
べ

き
か
が
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
。
遺

産
分
割
で
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
は
、

改
正
の
検
討
過
程
で
、
賃
料
ベ
ー
ス

や
固
定
資
産
税
ベ
ー
ス
の
案
が
示
さ

れ
た
も
の
の
、
確
定
し
て
い
な
い
。

　

相
続
税
で
の
評
価
方
法
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

所
有
権
の
相
続
や
信
託
の
利
用
に
加

え
て
配
偶
者
居
住
権
が
有
力
な
選
択

肢
に
な
る
か
は
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
か
ど
う
か
が
大
き
く
、
節

税
策
と
し
て
の
利
用
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。
今
後
、
通
達
等
の
改
正
の
動

き
を
注
視
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

① 

配
偶
者
の
居
住
権
の
創
設

く
な
る
ま
で
の
間
、
そ
の
ま
ま
無
償

で
住
み
続
け
ら
れ
る
権
利
で
あ
る
。

遺
言
や
遺
産
分
割
で
、
家
そ
の
も
の

（
所
有
権
）
は
子
な
ど
他
の
相
続
人

に
相
続
さ
せ
、
配
偶
者
に
は
配
偶
者

居
住
権
を
相
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
権
利
は
遺
産
分
割
で
配
偶
者
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メイン
特 集 相続ルール改正で

アドバイスはどう変わるか

申請者以外の相続人・
受遺者・遺言執行者

相続人・受遺者・遺言執行者など

検認手続
不要

遺産分割
手続へ

遺言者

他の法務局

家庭裁判所

遺言書情報
証明書（交付）

Ａ

遺言書保管
事実証明書（交付）

Ｂ

遺言書（閲覧のみ）
Ｃ

画像情報を
共有

（閲覧・返還請求可）

遺言書

①遺言書作成

②保管申請⑤相続

③本人確認・形式審査

⑥閲覧・交付申請
⑤相続

（ＡまたはＣのとき）

⑦保管通知

保管法務局
（遺言者の住所地など）

④保管

保管制度の手続の流れ（イメージ図）図表1

交付請求できる書面図表2

種類 内容 記載事項 請求先 請求方法

遺言書情報
証明書

遺言書の内容や
保管情報などを
証明する書面

①遺言書の画像情報
②遺言書の作成年月日
③遺言者の氏名、出生年月日、住
所・本籍（外国人は国籍）
④受遺者・遺言執行者の氏名・名
称、住所
⑤遺言書の保管開始年月日
⑥遺言書保管所の名称および保管
番号

法務大臣の指定
する法務局
※保管法務局
　（遺言書を実
際に保管して
いる法務局）
以外にも請求
できる

請求書＋添付書
類を提出
※手数料がかか
る

遺言書保管
事実証明書

遺言書の保管の
有無、保管情報
などを証明する
書面

①遺言書保管所における関係遺言
書の保管の有無
②遺言書の作成年月日
③遺言書保管所の名称および保管
番号
※遺言書の内容は記載されない

（出所）大和総研作成

（出所）大和総研作成

Ⅰ 
改
正
の
概
要

　

自
筆
証
書
遺
言
の
遺
言
書（
原
本
）

に
つ
い
て
、
法
務
局
に
保
管
で
き
る

制
度
が
創
設
さ
れ
る
。

Ⅱ 

改
正
前
の
内
容

 

（
改
正
前
の
問
題
点
）

　

自
筆
証
書
遺
言
は
、
公
証
役
場
に

保
管
さ
れ
る
公
正
証
書
遺
言
と
異
な

り
、
遺
言
書
の
保
管
場
所
に
決
ま
り

は
な
い
。
一
般
的
に
は
遺
言
者
本
人

の
自
宅
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、

遺
言
書
の
存
在
や
そ
の
内
容
を
秘
密

に
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
そ
の
反
面
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

例
え
ば
、
相
続
開
始
後
に
い
ざ
遺
言

書
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
遺
言
書
の
署

名
押
印
が
な
い
な
ど
の
方
式
の
不
備

が
見
つ
か
っ
た
場
合
や
、
遺
言
書
を

保
管
し
て
い
た
自
宅
に
相
続
人
の
１

度
で
は
保
管
申
請
の
際
の
控
え
か
、

Ⓑ
の
請
求
に
よ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
戸
籍
と
登
記
簿
の

人
が
同
居
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
遺
言

書
の
内
容
が
そ
の
相
続
人
に
極
端
に

有
利
で
あ
っ
た
な
ど
、
偽
造
を
疑
わ

せ
る
よ
う
な
状
況
が
あ
る
場
合
に
は
、

遺
言
書
の
有
効
性
を
巡
っ
て
争
い
と

な
る
。
他
に
も
、
遺
言
書
が
見
つ
か

ら
な
い
ま
ま
遺
産
分
割
が
さ
れ
て
し

ま
っ
た
な
ど
、
遺
言
書
を
め
ぐ
っ
て

後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や
す
い
。

Ⅲ 
改
正
内
容

　

自
筆
証
書
遺
言
（
原
本
）
を
法
務

局
に
保
管
す
る
制
度
を
創
設
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
の
手
続
の

流
れ
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
る

（
図
表
１
）。

　

①
遺
言
者
は
ま
ず
自
筆
証
書
遺
言

を
作
成
す
る
。

　

②
法
務
局
（
住
所
地
・
本
籍
地
等

に
限
る
）
に
自
筆
証
書
遺
言（
原
本
）

を
持
参
し
、
保
管
申
請
を
す
る
。
こ

連
携
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
現
在
検
討

さ
れ
て
お
り
、
本
制
度
も
こ
れ
に
合

わ
せ
、
遺
言
者
の
死
亡
届
が
提
出
さ

の
申
請
は
必
ず
遺
言
者
本
人
が
す
る

必
要
が
あ
り
、
代
理
人
に
よ
る
申
請

は
で
き
な
い
。

　
さ
ら
に
、
自
筆
証
書
遺
言
は
本
来
、

様
式
や
封
印
の
有
無
は
自
由
だ
が
、

こ
の
制
度
で
は
「
法
務
省
令
で
定
め

る
様
式
」
で
作
成
し
た
「
無
封
」
の

遺
言
書
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

③
法
務
局
で
は
遺
言
者
の
本
人
確

認
と
遺
言
書
の
形
式
審
査
を
す
る
。

こ
こ
で
日
付
や
署
名
・
押
印
な
ど
の

方
式
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。

　

④
法
務
局
で
原
本
が
保
管
さ
れ
る

と
と
も
に
、
遺
言
書
の
画
像
情
報
が

法
務
局
間
で
共
有
さ
れ
る
。
な
お
、

遺
言
者
は
い
つ
で
も
保
管
を
や
め
る

手
続
が
で
き
る
。

　

⑤
遺
言
者
が
死
亡
し
て
相
続
が
開

始
す
る
と
、
⑥
遺
言
者
の
相
続
人
や

受
遺
者
、
遺
言
執
行
者
な
ど
は
、
法

務
局
に
対
し
て
、
Ⓐ
遺
言
書
情
報
証

明
書
（
遺
言
書
の
写
し
）
ま
た
は
Ⓑ

遺
言
書
保
管
事
実
証
明
書
の
交
付
や
、

Ⓒ
遺
言
書
の
閲
覧
を
請
求
で
き
る
。

れ
れ
ば
自
動
的
に
法
務
局
か
ら
相
続

人
等
に
通
知
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
利
便
性
が

② 

自
筆
証
書
遺
言
の
保
管
制
度
創
設

こ
れ
ら
で
遺
言
書
の
存
在
や
内
容
を

確
認
し
て
相
続
手
続
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

⑦
相
続
人
等
の
１
人
が
Ⓐ
ま
た
は

Ⓒ
の
請
求
を
し
た
場
合
、
法
務
局
か

ら
他
の
相
続
人
・
受
遺
者
・
遺
言
執

行
者
に
対
し
て
、
遺
言
書
を
保
管
し

て
い
る
こ
と
が
通
知
さ
れ
る
。
こ
の

通
知
に
よ
り
、
遺
言
書
の
利
害
関
係

者
に
対
し
て
も
、
遺
言
書
が
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
場

合
、
相
続
開
始
後
の
家
庭
裁
判
所
で

の
検
認
手
続
（
遺
言
書
の
状
態
の
確

認
手
続
）
が
不
要
に
な
る
。
相
続
人

は
遺
言
書
に
基
づ
い
て
、
す
ぐ
に
遺

産
分
割
手
続
に
入
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
制
度
は
、
２
０
２
０
年
７
月

12
日
ま
で
の
政
令
で
定
め
る
日
（
未

定
）
に
施
行
さ
れ
る
。

　
な
お
、
相
続
人
等
が
遺
言
書
の
存

在
を
知
る
方
法
に
つ
い
て
、
こ
の
制

向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

Ⅳ 

改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

　

保
管
制
度
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
法
務
局
で
遺
言
書
原
本
が

保
管
さ
れ
る
た
め
紛
失
や
破
棄
の
お

そ
れ
が
な
い
こ
と
、
保
管
申
請
の
際

に
形
式
審
査
が
さ
れ
る
た
め
方
式
違

反
の
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
、
家
庭
裁

判
所
で
の
検
認
手
続
が
不
要
と
な
る

た
め
遺
言
書
に
基
づ
い
て
す
ぐ
に
遺

産
分
割
手
続
に
入
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

自
筆
証
書
遺
言
に
関
し
て
は
、
こ

の
制
度
の
ほ
か
、
方
式
緩
和
（
次
ペ

ー
ジ
）
も
導
入
さ
れ
た
。
方
式
緩
和

を
利
用
し
た
遺
言
書
、
保
管
制
度
を

利
用
し
た
遺
言
書
、
両
方
を
利
用
し

た
遺
言
書
の
３
種
類
が
、
新
た
な
選

択
肢
と
し
て
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

　

作
成
の
コ
ス
ト
や
手
間
、
公
正
証

書
遺
言
と
の
異
同
も
踏
ま
え
て
、
相

談
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
方
式
を
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
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メイン
特 集 相続ルール改正で

アドバイスはどう変わるか

例①パソコンで作成 例②登記を利用

加除・訂正の際に署名・押印が必要

別紙の全ページに
署名・押印が必要

例③
預金通帳のコピーを利用 例④パソコンで作成

方式緩和の具体例図表

（出所）法制審議会民法（相続関係）部会第25回会議
（平成29年12月19日）参考資料を基に大和総研作成

Ⅰ 
改
正
の
概
要

　

自
筆
証
書
遺
言
の
財
産
目
録
を
別

紙
と
し
て
添
付
す
る
場
合
、
自
書
以

外
の
方
法
で
も
作
成
で
き
る
。

Ⅱ 

改
正
前
の
内
容

 

（
改
正
前
の
問
題
点
）

　

遺
言
書
に
は
、
本
文
と
は
別
に
、

財
産
を
一
覧
に
し
た
「
財
産
目
録
」

を
別
紙
添
付
す
る
こ
と
が
多
い
と
思

わ
れ
る
。

　

自
筆
証
書
遺
言
は
公
証
役
場
を
利

用
す
る
必
要
も
な
く
、
一
番
簡
単
に

作
成
で
き
る
遺
言
書
で
あ
る
が
、
財

産
目
録
を
含
め
て
全
文
を
遺
言
者
本

人
が
自
書
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
不
動
産
の
場
合
、
地
番

や
地
目
な
ど
の
登
記
に
記
載
さ
れ
て

い
る
項
目
を
財
産
目
録
に
書
く
こ
と

に
な
る
が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
こ

の
自
書
の
負
担
が
大
き
く
、
利
用
を

妨
げ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
登
記
の
転
記
ミ
ス
な
ど
が
生

じ
て
し
ま
う
問
題
も
あ
っ
た
。

Ⅲ 

改
正
内
容

　

別
紙
と
し
て
添
付
す
る
場
合
に
限

っ
て
、
財
産
目
録
を
自
書
で
作
成
す

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。
代
わ
り
の

作
成
方
法
と
し
て
は
、
自
書
と
同
様

の
内
容
を
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
す
る
方

法
（
図
表　

例
①
・
④
）、
登
記
自

体
を
そ
の
ま
ま
添
付
す
る
方
法
（
例

②
）、
預
金
通
帳
の
コ
ピ
ー
を
添
付

す
る
方
法
（
例
③
）
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
真
正
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
担
保
す
る
た
め
、

別
紙
の
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
（
両
面
に

記
載
し
て
い
る
場
合
に
は
両
面
と

も
）
に
遺
言
者
本
人
の
署
名
と
押
印

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
記
載
内
容
を
後
か
ら
訂
正

す
る
場
合
な
ど
は
、
本
文
と
同
様
、

そ
の
部
分
は
自
書
で
訂
正
し
た
う
え

で
署
名
と
押
印
が
必
要
に
な
る
。

　

２
０
１
９
年
１
月
13
日
か
ら
施
行

さ
れ
、
施
行
日
後
の
遺
言
か
ら
適
用

さ
れ
る
。

Ⅳ 

改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

　

財
産
目
録
の
作
成
が
簡
単
に
な
り

自
筆
証
書
遺
言
の
ハ
ー
ド
ル
が
下
が

っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
利
用
が
増
え

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ア
ド
バ
イ

③ 

自
筆
証
書
遺
言
の
方
式
緩
和

ス
の
際
に
は
作
成
が
簡
単
に
な
っ
た

こ
と
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
遺
言
書

の
作
成
に
繋
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
こ
の
方
式
緩
和
は
あ
く
ま

で
も
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
り
、
改
正

後
も
全
文
を
自
書
す
る
方
法
で
も
作

成
で
き
る
こ
と
を
補
足
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

　

自
筆
証
書
遺
言
の
保
管
制
度
（
項

目
②
）
と
あ
わ
せ
て
、
相
談
者
の
ニ

ー
ズ
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
ア
ド
バ

イ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。

Ⅰ 

改
正
の
概
要

　

結
婚
後
20
年
以
上
の
夫
婦
の
一
方

が
死
亡
し
た
場
合
、
両
者
の
間
で
の

自
宅
の
遺
贈
や
生
前
贈
与
は
、「
原

則
と
し
て
遺
産
分
割
の
計
算
の
対
象

外
」
と
す
る
。

Ⅱ 

改
正
前
の
内
容

 

（
改
正
前
の
問
題
点
）

　

相
続
人
の
中
に
、
被
相
続
人
か
ら

遺
贈
や
生
前
贈
与
な
ど
で
特
別
な
利

益
（
特
別
受
益
）
を
得
て
い
る
相
続

人
が
い
る
場
合
、
相
続
人
間
の
公
平

を
は
か
る
た
め
に
、
遺
産
分
割
に
お

い
て
は
そ
の
特
別
受
益
分
を
い
っ
た

ん
遺
産
に
引
き
戻
し
て
、
相
続
分
を

計
算
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
（
特
別

受
益
の
持
戻
し
）。

　
た
だ
し
、
遺
言
書
な
ど
で
、
持
戻

し
を
免
除
す
る
被
相
続
人
の
意
思
表

示
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
例
外
的

に
引
き
戻
さ
ず
に
計
算
さ
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
原
則
、
遺
産
分
割
の
計

算
の
「
対
象
」
と
な
る
。

　

例
え
ば
、
夫
婦
で
住
ん
で
い
た
夫

名
義
の
家
が
、
亡
き
夫
か
ら
妻
に
遺

贈
さ
れ
た
も
の
の
、
持
戻
し
を
免
除

す
る
と
い
う
亡
き
夫
の
意
思
表
示
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
遺
産
分

割
に
お
い
て
そ
の
家（
財
産
評
価
額
）

を
特
別
受
益
と
し
て
、
い
っ
た
ん
遺

産
に
引
き
戻
し
て
計
算
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
す
る
と
、
妻
は
家
の
評
価
額
の
分
、

相
続
分
か
ら
差
し
引
か
れ
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
他
の
遺
産
の
取
り
分
が

少
な
く
な
る
。

Ⅲ 

改
正
内
容

　

結
婚
後
20
年
以
上
の
夫
婦
の
間
で

の
自
宅
（
家
ま
た
は
敷
地
）
の
遺
贈

や
生
前
贈
与
は
、
原
則
、
遺
産
分
割

の
計
算
の
「
対
象
外
」
と
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
一
定
の
婚
姻
期
間
が
あ

る
配
偶
者
の
間
で
の
住
む
た
め
の
不

動
産
の
贈
与
、
と
い
う
ケ
ー
ス
に
限

定
し
て
、
改
正
前
の
原
則
と
例
外
を

逆
転
さ
せ
、
配
偶
者
を
保
護
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
長
年
連
れ
添
っ
た

配
偶
者
に
つ
い
て
は
、
よ
り
手
厚
く

保
護
す
る
の
が
、
被
相
続
人
の
通
常

の
意
思
に
も
か
な
う
と
い
え
る
た
め

で
あ
る
。

　

２
０
１
９
年
７
月
12
日
ま
で
の
政

令
で
定
め
る
日
（
未
定
）
に
施
行
さ

れ
、
施
行
日
以
後
の
贈
与
等
か
ら
適

用
さ
れ
る
。

Ⅳ 

改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

　
ア
ド
バ
イ
ス
に
あ
た
っ
て
は
、
結

婚
後
20
年
に
満
た
な
い
時
点
で
遺
贈

や
生
前
贈
与
を
し
た
場
合
、
婚
姻
期

間
を
満
た
さ
ず
、
こ
の
改
正
が
適
用

さ
れ
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ

④ 

夫
婦
間
で
の
居
住
用
財
産
の
贈
与

る
。
婚
姻
期
間
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
規
定
は
持
戻
し
免
除

の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
と
「
推
定
」

す
る
建
付
け
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
遺
言
や
他
の
事
情
か
ら
そ
の
よ

う
な
意
思
表
示
が
な
い
も
の
と
さ
れ

れ
ば
（
推
定
が
破
ら
れ
れ
ば
）、
や

は
り
遺
産
に
引
き
戻
し
て
計
算
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
持
戻
し
免
除
の
意

思
表
示
が
あ
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ

得
る
の
は
、
改
正
後
も
同
じ
で
あ
り
、

被
相
続
人
自
身
の
意
思
を
遺
言
書
な

ど
で
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
な

お
有
益
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
こ
の
規
定
は
自
宅
の
「
所

有
権
」
だ
け
で
な
く
、「
配
偶
者
居

住
権
」（
項
目
①
）
が
遺
贈
さ
れ
た

場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
。

　

配
偶
者
居
住
権
を
遺
贈
す
る
遺
言

書
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
同
じ
遺

言
書
の
中
で
、
持
戻
し
に
つ
い
て
も

記
載
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
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相続ルール改正で
アドバイスはどう変わるか

メイン
特 集

相続人でない親族（子の配偶者など）
相続人

⇒相続分に応じて負担

被相続人

③特別寄与料の請求

①療養看護などの労務提供 ②相続

特別寄与料制度（イメージ図）図表1

（出所）大和総研作成

寄与分制度との比較図表2

寄与分制度 特別寄与料制度

請求できる人 法定相続人
（配偶者、子、父母、兄弟姉妹など）

６親等内の血族
３親等内の姻族

貢献の内容 労務の提供・財産上の給付 無償の労務の提供

貢献の程度 相続人に通常期待される程度を
超えた高度な貢献が必要

一定程度を超えた
貢献であればよい

請求の方法 遺産分割の際、相続分に上乗せ 相続人に対して請求

請求の手続 遺産分割の手続の中で主張 協議、調停、審判

（出所）大和総研作成

Ⅰ 
改
正
の
概
要

　

被
相
続
人
の
相
続
人
で
な
い
親
族

が
、
無
償
で
被
相
続
人
の
介
護
な
ど

を
し
た
場
合
、「
特
別
寄
与
料
」
の

支
払
い
を
請
求
で
き
る
制
度
が
創
設

さ
れ
る
。

Ⅱ 

改
正
前
の
内
容

 

（
改
正
前
の
問
題
点
）

　

現
行
で
は
、
相
続
人
が
被
相
続
人

の
介
護
な
ど
を
し
た
結
果
、
被
相
続

人
の
財
産
が
維
持
・
増
加
し
た
と
い

う
貢
献
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
相
続
開

始
後
の
遺
産
分
割
に
お
い
て
、
そ
の

貢
献
を
「
寄
与
分
」
と
し
て
財
産
的

に
評
価
し
た
う
え
で
相
続
分
に
上
乗

せ
で
き
る
制
度
が
あ
る
（
寄
与
分
制

度
）。

　
こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、

被
相
続
人
の
「
相
続
人
」
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
相
続
人
で
な
い

者
、
例
え
ば
被
相
続
人
の
息
子
の
妻

な
ど
が
介
護
を
し
て
も
、
こ
の
寄
与

分
の
上
乗
せ
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
息
子
（
夫
）
の
相
続
分
に
上

乗
せ
す
る
こ
と
で
報
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
が
、
息
子
（
夫
）
が
先
に
亡
く

な
っ
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
こ
の
方

法
を
と
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

　

結
局
、
被
相
続
人
の
遺
言
が
な
け

れ
ば
、
貢
献
に
対
し
て
金
銭
的
に
報

わ
れ
る
の
は
難
し
く
な
り
、
相
続
人

の
場
合
と
比
べ
て
不
公
平
で
な
い
か

と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

Ⅲ 

改
正
内
容

　

相
続
人
以
外
の
者
の
う
ち
一
定
の

範
囲
に
限
っ
て
、
貢
献
に
対
し
て
金

銭
的
に
報
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
被
相
続
人
の
親
族
で
、

相
続
人
で
な
い
者（
特
別
寄
与
者
）が
、

無
償
で
介
護
な
ど
の
労
務
提
供
を
し

て
被
相
続
人
の
財
産
の
維
持
増
加
に

特
別
の
寄
与
を
し
た
場
合
、
相
続
開

始
後
、
相
続
人
に
対
し
て
金
銭
（
特

別
寄
与
料
）
を
請
求
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
た
（
図
表
１
）。

　

請
求
で
き
る
者
は
、
相
続
人
を
除

く
被
相
続
人
の
「
親
族
」
で
あ
る
か

ら
、
６
親
等
内
の
血
族
・
３
親
等
内

の
姻
族
ま
で
広
く
含
ま
れ
る
。
実
際

に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
被
相
続
人
の

子
の
配
偶
者
、
甥
・
姪
、
配
偶
者
の

連
れ
子
な
ど
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
被
相
続
人
の
内
縁
の
配
偶

者
や
、
そ
の
連
れ
子
な
ど
は
、
親
族

に
含
ま
れ
な
い
た
め
、
こ
の
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

貢
献
の
内
容
は
「
無
償
で
の
労
務

提
供
」
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
寄
与

分
制
度
と
異
な
り
、
金
銭
出
資
な
ど

の
「
財
産
上
の
給
付
」
は
貢
献
と
し

て
認
め
ら
れ
な
い
。
労
務
提
供
の
内

相
続
人
が
相
続
分
に
応
じ
て
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
。

　

２
０
１
９
年
７
月
12
日
ま
で
の
政

令
で
定
め
る
日
（
未
定
）
に
施
行
さ

れ
、
施
行
日
以
後
の
相
続
か
ら
適
用

さ
れ
る
。

Ⅳ 

改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

　

被
相
続
人
の
息
子
の
妻
に
よ
る
介

護
な
ど
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
に
お
い

て
、
そ
の
貢
献
が
正
当
に
報
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
意
義
は
大
き
い
。
他
方

で
、
相
続
人
へ
の
金
銭
的
な
請
求
が

さ
れ
る
こ
と
で
、
親
族
の
間
に
わ
だ

か
ま
り
が
起
こ
る
こ
と
は
避
け
が
た

く
、
紛
争
が
長
期
化
す
る
お
そ
れ
も

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
紛
争
を
避
け
る
た
め

に
は
、
貢
献
に
対
す
る
報
酬
を
あ
ら

か
じ
め
遺
言
で
定
め
て
お
く
こ
と
が
、

改
正
後
も
な
お
有
益
と
い
え
る
。

　

介
護
を
誰
が
担
う
の
か
、
そ
の
介

護
へ
の
金
銭
的
な
手
当
て
の
方
法
を

含
め
て
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お

く
べ
き
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
の

が
よ
い
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
こ
の
特
別
寄
与
料
に
所
得

税
や
相
続
税
が
課
税
さ
れ
る
か
ど
う

か
な
ど
、
税
制
上
の
扱
い
に
つ
い
て

は
今
後
検
討
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、

施
行
日
と
の
関
係
で
、
来
年
度
の
税

制
改
正
に
盛
り
込
ま
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

⑤ 

特
別
寄
与
料
制
度

容
と
し
て
は
、
被
相
続
人
の
療
養
看

護
（
介
護
）
が
明
文
上
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
限
ら
れ
な
い
。
例

え
ば
、
被
相
続
人
の
家
業
を
手
伝
っ

た
り
、
資
産
を
管
理
し
た
り
す
る
場

合
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
、
無
償
で
あ
る
こ
と
が
必

要
な
た
め
、
日
当
や
給
料
を
も
ら
っ

て
い
た
り
、
遺
言
や
生
前
贈
与
に
よ

り
被
相
続
人
か
ら
財
産
を
も
ら
っ
て

い
た
り
し
た
場
合
は
、
無
償
と
は
い

え
な
い
た
め
、
請
求
で
き
な
い
と
思

わ
れ
る
。

　

貢
献
の
程
度
は
、
一
定
程
度
を
超

え
た
貢
献
で
あ
れ
ば
よ
く
、
寄
与
分

制
度
よ
り
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な
っ
て

い
る
。
相
続
人
が
相
続
分
に
加
え
さ

ら
に
寄
与
分
の
上
乗
せ
を
求
め
る
に

は
相
応
の
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
が
、

相
続
分
を
も
ら
え
な
い
親
族
で
あ
れ

ば
そ
こ
ま
で
の
貢
献
は
必
要
な
い
と

い
え
る
た
め
で
あ
る
。

　

仮
に
相
続
人
が
複
数
い
る
場
合
、

こ
の
特
別
寄
与
料
の
支
払
い
は
、
各
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メイン
特 集 相続ルール改正で

アドバイスはどう変わるか

払戻し方法の比較図表

①裁判所での手続 ②裁判所外での手続

相続人の
手続

遺産分割審判・調停
の中で申し立てる

直接、金融機関に払戻しを
請求

払戻しの
上限額

上限なし
（申立額の範囲で裁
判所が決定）

上限あり
…（ａ）かつ（ｂ）の額
（ａ）相続開始時の預貯金額
【口座ごと】×3分の1×法定
相続分
（ｂ）金融機関ごとの上限額
※

対象となる
預貯金

共同相続された預貯金
（遺贈された預貯金などは対象外）

仮払いの
必要性

求められる
（葬儀費用、相続債
務の返済、生活費等。
申立人が疎明）

求められない

遺産分割時
の扱い

払い戻された預貯金は、遺産分割によってその相続
人が取得したものとみなされる（相続分の計算の際
に引かれる）

メリット 払戻しの上限額なし コスト・手間・時間がかか
らない

デメリット コスト・手間・時間
がかかる

払戻しの上限額あり

（※）上限額は、150万円とする案が検討されている。
（出所）大和総研作成

Ⅰ 
改
正
の
概
要

　

共
同
相
続
し
た
預
貯
金
に
つ
い
て
、

遺
産
分
割
前
で
も
各
相
続
人
が
払
戻

し
請
求
で
き
る
制
度
が
創
設
さ
れ
る
。

Ⅱ 

改
正
前
の
内
容

 

（
改
正
前
の
問
題
点
）

　

相
続
が
開
始
す
る
と
、
遺
産
に
含

ま
れ
る
預
貯
金
は
、
遺
言
が
な
い
限

り
、
共
同
相
続
人
全
員
の
共
有
と
な

り
、
遺
産
分
割
の
対
象
に
な
る
（
項

目
⑭
参
照
）。

　
そ
の
た
め
、
各
相
続
人
か
ら
の
払

戻
し
請
求
は
、
遺
産
分
割
が
完
了
す

る
か
、
他
の
相
続
人
全
員
の
同
意
が

な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
。
金
融
機

関
の
実
務
で
は
、
口
座
名
義
人
が
死

亡
す
る
と
口
座
を
凍
結
し
、
遺
産
分

割
協
議
書
や
相
続
人
全
員
の
同
意
書

が
な
い
限
り
、
原
則
払
戻
し
に
応
じ

な
い
と
い
う
取
扱
い
を
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
口
座
が
凍
結
さ
れ
る
と
、

葬
儀
費
用
や
当
面
の
生
活
費
な
ど
が

必
要
な
場
合
で
も
引
き
出
せ
な
く
な

る
た
め
、
特
に
被
相
続
人
の
扶
養
を

受
け
て
い
た
相
続
人
は
困
窮
し
て
し

ま
う
。
ま
た
、
金
融
機
関
に
と
っ
て

も
、
例
外
的
に
払
戻
し
に
応
じ
よ
う

と
し
て
も
（
い
わ
ゆ
る
便
宜
払
い
）、

二
重
払
い
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。

　
そ
こ
で
、
遺
産
分
割
前
の
払
戻
し

を
制
度
的
に
認
め
る
手
当
て
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。

Ⅲ 

改
正
内
容

　

払
戻
し
の
方
法
と
し
て
、
①
家
庭

裁
判
所
で
の
手
続
（
保
全
処
分
）
と
、

②
裁
判
所
外
で
の
手
続
（
金
融
機
関

の
窓
口
で
払
戻
し
を
求
め
る
）
の
２

つ
の
方
法
が
創
設
さ
れ
た
（
図
表
）。

な
お
、
こ
れ
ら
は
併
用
も
で
き
る
。

　

２
０
１
９
年
７
月
12
日
ま
で
の
政

令
で
定
め
る
日
（
未
定
）
に
施
行
さ

れ
る
。
施
行
日
前
に
発
生
し
た
相
続

に
基
づ
い
て
施
行
日
以
後
に
す
る
払

戻
し
に
も
適
用
さ
れ
る
。

Ⅳ 

改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

　

相
続
人
に
と
っ
て
は
、
遺
産
分
割

や
他
の
相
続
人
の
同
意
を
待
た
ず
に

た
だ
ち
に
払
戻
し
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
緊
急
の
資
金
融
通
が
で

き
る
。
金
融
機
関
に
と
っ
て
は
、
二

重
払
い
の
リ
ス
ク
を
避
け
つ
つ
、
緊

⑥ 

預
貯
金
の
仮
払
い
制
度
の
創
設
等

急
の
払
戻
し
需
要
に
対
し
て
画
一
的

に
応
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
相
続

人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
は
、
相
続
人

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
２
つ
の
方
法
を

使
い
分
け
る
提
案
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
葬
儀
費
用
等
に
つ
い
て
あ

ら
か
じ
め
遺
言
で
決
め
て
お
け
ば
ト

ラ
ブ
ル
を
避
け
ら
れ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
は
な
い
。
被
相
続
人
と
な
る
人

に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
で
は
、
こ
の

制
度
は
あ
く
ま
で
も
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
説
明
す
べ
き
だ
ろ
う
。

Ⅰ 

改
正
の
概
要

　

遺
産
分
割
の
方
法
と
し
て
、
遺
産

の
一
部
の
み
を
分
割
す
る
「
一
部
分

割
」
が
明
文
化
さ
れ
た
。

Ⅱ 

改
正
前
の
内
容

　

実
務
上
、遺
産
分
割
協
議・調
停・

審
判
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
一
部

分
割
が
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、

法
律
上
、
明
文
化
は
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。

Ⅲ 

改
正
内
容

　

遺
産
分
割
協
議
・
調
停
・
審
判
に

お
い
て
「
一
部
分
割
」
が
で
き
る
こ

と
が
明
文
化
さ
れ
た
。

　
た
だ
し
、
他
の
共
同
相
続
人
の
利

益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は

認
め
ら
れ
な
い
。

　

具
体
的
に
は
、
多
額
の
生
前
贈
与

を
受
け
て
い
た
相
続
人
が
お
り
、
そ

の
贈
与
が
特
別
受
益
と
し
て
遺
産
分

割
の
中
で
争
わ
れ
て
お
り
、
仮
に
認

め
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
相
続
人
の
取
り

分
が
ゼ
ロ
と
な
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が

考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
、
先
に
一

部
分
割
で
そ
の
相
続
人
に
も
取
り
分

を
認
め
る
と
、
全
部
分
割
を
し
た
場

合
と
比
べ
て
、
他
の
相
続
人
の
取
り

分
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

一
部
分
割
を
す
る
の
は
、
差
額
が
代

償
金
と
し
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
が
確

実
で
あ
る
な
ど
、
最
終
的
に
適
正
な

分
割
が
で
き
る
明
確
な
見
通
し
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

　

２
０
１
９
年
７
月
12
日
ま
で
の
政

令
で
定
め
る
日
（
未
定
）
に
施
行
さ

れ
、
施
行
日
以
後
の
相
続
か
ら
適
用

さ
れ
る
。

Ⅳ 

改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

　

改
正
前
の
実
務
を
明
文
化
し
た
も

の
で
あ
り
、
実
務
上
は
大
き
な
影
響

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ア
ド
バ
イ
ス
に
お
い
て
は
、
明
文

化
さ
れ
た
こ
と
で
よ
り
説
明
し
や
す

く
な
っ
た
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
改
正
後
も
、
一
部
分
割
の

審
判
に
お
い
て
は
、
最
終
的
に
適
正

な
分
割
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
判
断

さ
れ
る
た
め
、
特
別
受
益
の
有
無
や

そ
の
額
に
よ
っ
て
は
一
部
分
割
が
認

め
ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
相
談

者
が
一
部
分
割
を
希
望
し
て
い
る
場

合
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
な
ら
ば
、

特
別
受
益
や
寄
与
分
に
つ
い
て
争
い

が
あ
る
か
ど
う
か
を
把
握
し
た
う
え

で
行
う
こ
と
が
必
須
と
い
え
る
。

　

他
方
、
こ
の
改
正
の
議
論
で
は
、

一
部
分
割
へ
の
懸
念
も
示
さ
れ
た
。

　

遺
産
の
う
ち
当
事
者
が
関
心
の
あ

る
現
金
や
預
貯
金
な
ど
の
み
を
分
割

し
、
手
間
が
か
か
る
う
え
経
済
的
価

⑦ 

一
部
分
割

値
の
低
い
よ
う
な
不
動
産
（
例
え
ば

利
用
価
値
の
低
い
山
林
や
長
期
間
空

き
家
に
な
っ
て
い
る
家
屋
な
ど
）
は

分
割
せ
ず
に
放
置
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る

所
有
者
不
明
土
地
問
題
が
拡
大
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
は
、
別
途
、
遺
産

分
割
手
続
に
一
定
の
期
間
制
限
を
設

け
る
案
が
法
務
省
で
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　

現
行
、
遺
産
分
割
手
続
に
期
間
制

限
は
な
い
（
改
正
後
も
同
じ
）。
期

間
制
限
が
な
い
と
い
つ
ま
で
も
分
割

が
さ
れ
ず
、
遺
産
の
共
有
状
態
が
長

期
間
続
き
か
ね
な
い
。

　
こ
の
案
で
は
、
相
続
人
は
相
続
開

始
後
10
年
の
間
に
遺
産
分
割
協
議
で

合
意
す
る
か
、
審
判
・
調
停
の
申
立

て
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
仮

に
こ
の
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
法
定

相
続
分
（
ま
た
は
指
定
相
続
分
）
に

従
っ
て
分
割
が
さ
れ
た
も
の
と
み
な

す
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
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メイン
特 集 相続ルール改正で

アドバイスはどう変わるか

Ⅰ 
改
正
の
概
要

　

実
際
に
遺
贈
の
内
容
を
実
行
す
る

「
遺
贈
義
務
者
」
は
、
相
続
開
始
時

の
状
態
で
財
産
を
引
き
渡
せ
ば
よ
い

と
し
た
。
い
わ
ゆ
る
債
権
法
（
民
法

等
の
債
権
関
係
）
の
改
正
を
受
け
た

見
直
し
で
あ
る
。

Ⅱ 

改
正
前
の
内
容

　

遺
贈
義
務
者
（
通
常
、
相
続
人
）

は
、
遺
贈
の
対
象
と
さ
れ
た
財
産
に

つ
い
て
、
受
遺
者
（
遺
贈
を
受
け
る

も
の
）
へ
引
き
渡
す
義
務
を
負
っ
て

い
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
財
産
が
不
特
定
物

（
他
か
ら
調
達
で
き
る
よ
う
な
物
。

例
え
ば
、
新
車
一
台
）
の
場
合
に
は
、

遺
贈
義
務
者
は
特
に
２
つ
の
義
務
を

負
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

　

１
つ
目
は
、
遺
贈
義
務
者
が
受
遺

者
に
財
産
を
引
き
渡
し
た
後
に
、
そ

の
財
産
の
所
有
者
か
ら
返
還
請
求
を

受
け
て
取
り
戻
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
遺
贈
義
務

者
は
受
遺
者
に
対
し
て
、
損
害
賠
償

の
責
任
を
負
う
。

　

２
つ
目
は
、財
産
に
瑕
疵
（
キ
ズ
）

が
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、

遺
贈
義
務
者
は
そ
の
よ
う
な
瑕
疵
の

な
い
物
を
受
遺
者
に
引
き
渡
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
遺
言
者
が
不
動

産
を
遺
贈
し
た
と
こ
ろ
、
遺
言
者
が

死
亡
し
た
時
点
で
、
そ
の
不
動
産
に

他
の
者
の
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い

た
場
合
や
、
賃
借
権
が
付
い
て
い
た

場
合
な
ど
は
、
原
則
、
遺
贈
義
務
者

は
そ
の
抵
当
権
等
を
消
滅
さ
せ
る
必

要
は
な
い
。
遺
言
者
の
意
思
と
し
て

は
、
自
分
自
身
が
死
亡
し
た
時
点
の

現
状
で
、
財
産
を
残
し
た
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

Ⅲ 

改
正
内
容

　

遺
贈
義
務
者
は
、
不
特
定
物
か
否

か
を
問
わ
ず
、「
相
続
開
始
時
の
状

態
」
で
引
渡
し
（
ま
た
は
権
利
の
移

転
）
を
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
。

　

前
述
の
抵
当
権
等
が
付
い
た
不
動

産
に
つ
い
て
も
、
改
正
前
と
同
じ
く
、

原
則
と
し
て
遺
贈
義
務
者
は
そ
の
ま

ま
引
き
渡
せ
ば
よ
く
、
抵
当
権
等
を

消
滅
さ
せ
る
必
要
は
な
い
。

　

２
０
２
０
年
４
月
１
日
（
改
正
債

権
法
の
施
行
日
）
に
施
行
さ
れ
、
施

行
日
以
後
の
遺
贈
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

Ⅳ 

改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

　

遺
贈
義
務
者
の
担
保
責
任
に
つ
い

て
、
実
質
的
に
軽
減
す
る
も
の
と
い

え
る
。

　
た
だ
し
、
実
際
に
担
保
責
任
が
適

用
さ
れ
る
場
面
は
限
定
的
で
あ
り
、

実
務
に
与
え
る
影
響
は
少
な
い
と
思

わ
れ
る
。

⑧ 

遺
贈
の
担
保
責
任
等

Ⅰ 

改
正
の
概
要

　

遺
言
執
行
者
の
権
限
・
義
務
が
明

確
化
さ
れ
た
ほ
か
、
遺
産
の
無
断
売

却
な
ど
遺
言
執
行
の
妨
害
に
あ
た
る

行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
が
見
直

さ
れ
た
。

Ⅱ 

改
正
前
の
内
容

 

（
改
正
前
の
問
題
点
）

⒜ 

遺
言
執
行
者
の
権
限
・
義
務

　

遺
言
執
行
者
は
、
相
続
人
の
代
理

人
と
み
な
さ
れ
、「
相
続
財
産
の
管

理
そ
の
他
遺
言
の
執
行
に
必
要
な
一

切
の
行
為
を
す
る
権
利
義
務
」
を
有

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
包
括
的
な
権
限
が
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
権
限
が
含
ま
れ
る
の
か

に
つ
い
て
は
明
文
の
規
定
は
な
く
裁

判
例
に
よ
っ
て
お
り
、
明
確
で
な
か

っ
た
。

　

例
え
ば
、
預
金
を
遺
言
に
し
た
が

っ
て
相
続
人
に
分
け
る
た
め
に
、
遺

言
執
行
者
が
払
戻
し
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
か
な
ど
に
つ
い
て
は
裁
判

所
の
判
断
が
分
か
れ
て
い
た
。

⒝ 

遺
言
執
行
妨
害
行
為
の
効
力

　

遺
言
執
行
者
が
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
相
続
人
が
遺
産
の
一
部
を
無

断
で
売
却
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
遺
言
執
行
を
妨
害
す

る
行
為
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
誰
に

対
す
る
行
為
で
あ
っ
て
も
「
絶
対
的

に
無
効
」
と
な
る
（
判
例
）。

　
そ
の
よ
う
な
事
情
を
知
ら
な
い
買

主
へ
の
売
却
で
あ
っ
て
も
、
売
買
契

約
は
例
外
な
く
無
効
と
な
る
。
取
引

の
安
全
よ
り
、
遺
言
者
の
意
思
を
実

現
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。

⒞
遺
言
執
行
者
の
復
任
権

　

遺
言
執
行
者
が
そ
の
任
務
を
委
任

（
復
任
）
す
る
に
は
原
則
「
や
む
を

得
な
い
事
由
」
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、

専
門
家
に
復
任
し
た
い
等
の
ニ
ー
ズ

か
ら
、
要
件
を
緩
和
す
べ
き
と
の
指

摘
が
あ
っ
た
。

Ⅲ 

改
正
内
容

⒜ 

遺
言
執
行
者
の
権
限
・
義
務

　

遺
言
執
行
者
の
個
別
の
権
限
が
規

定
さ
れ
、
明
確
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、

「
相
続
さ
せ
る
遺
言
」
が
あ
る
場
合

に
は
、
相
続
人
が
対
抗
要
件
を
備
え

る
た
め
の
行
為
（
債
権
の
通
知
や
動

産
の
引
渡
し
な
ど
）
や
預
貯
金
の
払

戻
し
が
で
き
る
。
預
貯
金
の
全
部
が

そ
の
遺
言
の
対
象
と
さ
れ
た
場
合
に

限
っ
て
契
約
自
体
の
解
約
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
た
。

⒝ 

遺
言
執
行
妨
害
行
為
の
効
力

　

例
え
ば
、
無
断
売
却
の
ケ
ー
ス
で

は
、
売
買
契
約
は
原
則
と
し
て
無
効

で
あ
る
も
の
の
、
執
行
妨
害
で
あ
る

こ
と
を「
知
ら
な
い（
善
意
）」買
主
に

対
し
て
は
、
無
効
を
主
張
で
き
な
い

⑨ 

遺
言
執
行
者
の
権
限
の
明
確
化
等

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
買
主

と
の
関
係
で
は
有
効
な
契
約
と
し
て

扱
わ
れ
、
取
引
の
安
全
が
守
ら
れ
る
。

⒞
遺
言
執
行
者
の
復
任
権

　

遺
言
執
行
者
は
原
則
自
己
の
責
任

で
復
任
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
、「
や

む
を
得
な
い
事
由
」
が
不
要
に
な
っ

た
。「
や
む
を
得
な
い
事
由
」
が
あ
る

場
合
は
責
任
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
。

　
い
ず
れ
も
２
０
１
９
年
７
月
12
日

ま
で
の
政
令
で
定
め
る
日
（
未
定
）

に
施
行
さ
れ
る
。

Ⅳ 

改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

　

遺
言
執
行
者
は
権
限
が
明
確
化
さ

れ
た
こ
と
や
復
任
が
し
や
す
く
な
っ

た
こ
と
で
執
行
が
し
や
す
く
な
る
だ

ろ
う
。

　

他
方
、
相
続
人
に
よ
る
遺
産
の
無

断
売
却
な
ど
で
流
出
し
た
財
産
が
取

り
戻
せ
な
い
場
合
に
は
、
遺
言
執
行

者
自
身
の
財
産
の
管
理
責
任
な
ど
が

問
わ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、よ
り
慎
重

な
執
行
が
求
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
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メイン
特 集 相続ルール改正で

アドバイスはどう変わるか

Ⅰ 
改
正
の
概
要

　

相
続
開
始
後
、
遺
産
分
割
前
に
処

分
さ
れ
た
遺
産
に
つ
い
て
も
、「
み

な
し
遺
産
」
と
し
て
遺
産
分
割
の
対

象
に
で
き
、
処
分
が
な
か
っ
た
場
合

と
同
じ
結
果
を
実
現
で
き
る
。

Ⅱ 

改
正
前
の
内
容

 

（
改
正
前
の
問
題
点
）

　

遺
産
分
割
の
対
象
と
な
る
遺
産
の

範
囲
は
、
遺
産
分
割
時
に
存
在
す
る

財
産
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
相
続
開
始
後
、
遺
産

分
割
前
に
共
同
相
続
人
の
１
人
な
ど

が
遺
産
の
一
部
を
売
却
等
で
処
分
し

て
し
ま
っ
た
場
合
（
い
わ
ゆ
る
「
使

い
込
み
」）、
そ
の
処
分
さ
れ
た
遺
産

を
除
い
た
遺
産
に
つ
い
て
分
割
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
結
果
、
処
分
し
た
相
続
人
自

身
は
、
売
却
代
金
等
に
加
え
て
、
そ

れ
と
は
別
に
遺
産
分
割
の
取
り
分
も

も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
、
他
の
相
続

人
と
の
関
係
で
不
公
平
な
結
果
が
生

じ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
処
分
さ
れ
た
遺
産
に
つ
い

て
他
の
相
続
人
が
不
当
利
得
等
を
主

張
し
て
争
お
う
と
す
る
と
、
家
庭
裁

判
所
に
お
け
る
遺
産
分
割
手
続
と
は

別
に
、
地
方
裁
判
所
に
民
事
訴
訟
を

起
こ
す
必
要
が
あ
り
、
訴
訟
の
負
担

が
重
い
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
。

Ⅲ 

改
正
内
容

　

共
同
相
続
人
全
員
の
同
意
が
あ
れ

ば
、
遺
産
分
割
前
に
処
分
さ
れ
た
遺

産
に
つ
い
て
も
、
遺
産
と
み
な
し
て

（「
み
な
し
遺
産
」）、
遺
産
分
割
の
対

象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
同
意
に
つ
い
て
は
、
共
同
相

続
人
の
１
人
が
処
分
を
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
相
続
人
以
外
の
同
意
で
足

り
る
。

　

処
分
さ
れ
た
遺
産
を
含
め
て
遺
産

分
割
が
で
き
る
た
め
、
処
分
が
な
か

っ
た
場
合
と
同
じ
結
果
を
実
現
で
き

る
。

　
ま
た
、
遺
産
分
割
手
続
で
一
体
的

に
審
理
で
き
る
た
め
、
訴
訟
の
負
担

も
軽
減
さ
れ
る
。

　

２
０
１
９
年
７
月
12
日
ま
で
の
政

令
で
定
め
る
日
（
未
定
）
に
施
行
さ

れ
、
施
行
日
以
後
の
相
続
か
ら
適
用

さ
れ
る
。

Ⅳ 

改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

　

遺
産
分
割
前
に
処
分
さ
れ
た
遺
産

に
つ
い
て
も
遺
産
分
割
手
続
に
お
い

て
判
断
で
き
る
こ
と
か
ら
、
遺
産
を

め
ぐ
る
争
い
を
一
体
的
に
解
決
で
き

る
一
方
で
、
処
分
の
有
無
や
、
誰
が

処
分
し
た
か
に
つ
い
て
争
わ
れ
る
た

め
、
遺
産
分
割
手
続
自
体
が
長
期
化

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

ま
た
、「
み
な
し
遺
産
」
に
で
き

る
の
は
、「
相
続
開
始
後
、
遺
産
分

⑩ 

遺
産
分
割
前
に
処
分
さ
れ
た
財
産
の
扱
い

割
前
」
に
処
分
さ
れ
た
財
産
に
限
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
続
開
始
前

の
使
い
込
み
、
例
え
ば
、
認
知
症
と

な
っ
た
親
の
財
産
を
管
理
し
て
い
た

子
の
１
人
が
、
親
の
生
前
に
財
産
を

使
い
込
ん
で
い
た
よ
う
な
場
合
に
つ

い
て
は
、
改
正
後
に
お
い
て
も
民
事

訴
訟
で
争
う
必
要
が
あ
る
。

　

結
局
、「
使
い
込
み
」
を
巡
る
争

い
は
、
改
正
後
も
変
わ
ら
ず
、
遺
産

分
割
を
長
期
化
・
複
雑
化
さ
せ
る
原

因
と
い
え
る
。

　
そ
の
た
め
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う

な
「
使
い
込
み
」
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
、
改
正
後

に
お
い
て
も
重
要
と
い
え
る
。

　
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
、
生
前
か

ら
相
続
に
備
え
て
財
産
状
況
を
把
握

し
て
お
く
こ
と
の
ほ
か
、
財
産
を
処

分
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

後
々
使
い
込
み
を
主
張
さ
れ
な
い
よ

う
、
使
途
や
他
の
者
の
同
意
を
明
ら

か
に
す
る
証
拠
を
残
し
て
お
く
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

Ⅰ 

改
正
の
概
要

　

遺
留
分
の
請
求
が
金
銭
で
の
請
求

に
一
本
化
さ
れ
た
。

Ⅱ 

改
正
前
の
内
容

 

（
改
正
前
の
問
題
点
）

　

遺
留
分
と
は
、
法
定
相
続
人
（
兄

弟
姉
妹
を
除
く
）
に
限
っ
て
認
め
ら

れ
る
、
最
低
限
の
遺
産
の
取
り
分
を

い
う
。

　

遺
留
分
を
請
求
で
き
る
者
（
遺
留

分
権
利
者
）
か
ら
、
遺
留
分
を
求
め

る
請
求
（
遺
留
分
減
殺
請
求
）
が
さ

れ
る
と
、
遺
留
分
を
侵
害
し
て
い
る

生
前
贈
与
な
ど
は
、
侵
害
の
限
度
で

効
力
を
失
い
、
そ
の
財
産
は
遺
留
分

権
利
者
の
も
の
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
遺
留
分
侵
害
に
対

し
て
は
、財
産
そ
の
も
の
で
返
還（
現

物
返
還
）
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
り
、

例
外
的
に
金
銭
を
支
払
う
こ
と
も
選

択
で
き
る
（
価
額
弁
償
）。

　

現
物
返
還
で
は
、
例
え
ば
不
動
産

が
受
贈
者
と
遺
留
分
権
利
者
と
の
共

有
に
な
る
な
ど
、
複
雑
な
共
有
関
係

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
利
害
が
対
立
し
て
い

る
者
の
間
で
共
有
関
係
が
生
じ
る
と
、

そ
の
関
係
を
解
消
す
る
た
め
に
共
有

相
手
の
持
分
を
買
お
う
と
し
て
も
合

意
が
得
ら
れ
に
く
く
、
別
途
の
手
続

（
共
有
物
分
割
請
求
）
が
必
要
に
な

る
な
ど
、
権
利
の
処
理
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
か
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
事
業
承
継
に
お
い
て
は
、

事
務
所
や
在
庫
な
ど
の
事
業
用
財
産

が
先
代
経
営
者
か
ら
後
継
者
に
承
継

さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
結
果
的
に
後
継

者
以
外
の
相
続
人
の
遺
留
分
を
侵
害

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

　

遺
留
分
減
殺
請
求
が
さ
れ
る
と
、

事
業
用
財
産
が
遺
留
分
権
利
者
と
の

共
有
に
な
る
た
め
、
後
継
者
が
財
産

を
担
保
に
入
れ
た
り
売
却
し
た
り
し

て
資
金
調
達
す
る
の
に
も
同
意
が
必

要
に
な
り
、
経
営
に
影
響
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
ま
た
、
自
社
株
式
に
対

し
て
減
殺
請
求
が
さ
れ
る
と
経
営
権

が
分
散
さ
れ
る
た
め
、
承
継
の
目
的

が
達
成
で
き
な
く
な
る
問
題
も
指
摘

さ
れ
て
い
た
。

Ⅲ 

改
正
内
容

　

遺
留
分
権
利
者
は
、
遺
留
分
侵
害

額
に
相
当
す
る
金
銭
の
み
の
請
求

（
遺
留
分
侵
害
額
請
求
）
が
で
き
る

も
の
と
さ
れ
、
効
力
が
抜
本
的
に
見

直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

金
銭
の
調
達
が
難
し
い
場
合
に
配

慮
し
て
、
裁
判
所
に
請
求
す
る
こ
と

で
、
一
定
期
間
の
支
払
い
の
猶
予
を

受
け
ら
れ
る
手
当
て
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。

　

最
終
的
に
は
ケ
ー
ス
ご
と
の
裁
判

所
の
判
断
に
よ
る
も
の
の
、
遺
産
自

体
の
売
却
が
難
し
く
資
力
も
不
十
分

⑪ 

遺
留
分
減
殺
請
求
の
見
直
し

な
者
に
つ
い
て
、
そ
の
者
が
調
達
に

通
常
か
か
る
期
間
、
支
払
い
が
猶
予

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

複
数
の
猶
予
期
間
を
設
け
る
こ
と
で
、

事
実
上
の
分
割
払
い
が
認
め
ら
れ
る

余
地
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

２
０
１
９
年
７
月
12
日
ま
で
の
政

令
で
定
め
る
日
（
未
定
）
に
施
行
さ

れ
、
施
行
日
以
後
の
相
続
か
ら
適
用

さ
れ
る
。

Ⅳ 

改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

　

金
銭
請
求
に
一
本
化
さ
れ
た
こ
と

で
、
前
述
の
よ
う
な
共
有
関
係
か
ら

生
じ
る
問
題
は
起
こ
ら
な
く
な
る
。

他
方
で
、
遺
留
分
権
利
者
に
と
っ
て

は
請
求
が
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
遺
留
分
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
り
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

被
相
続
人
と
な
る
人
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
お
い
て
は
、
遺
留
分
を
侵
害

し
な
い
よ
う
な
分
け
方
と
す
る
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
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メイン
特 集 相続ルール改正で

アドバイスはどう変わるか

Ⅰ 
改
正
の
概
要

　

遺
留
分
の
計
算
上
算
入
さ
れ
る
贈

与
の
範
囲
な
ど
が
見
直
さ
れ
た
。

Ⅱ 

改
正
前
の
内
容

 

（
改
正
前
の
問
題
点
）

⒜
相
続
人
へ
の
生
前
贈
与
の
範
囲

　

遺
留
分
の
減
殺
対
象
と
な
る
贈
与

財
産
の
範
囲
に
は
、
相
続
開
始
時
の

財
産
（
遺
贈
・
死
因
贈
与
の
財
産
を

含
む
）
の
ほ
か
、
一
定
の
生
前
贈
与

の
財
産
が
含
ま
れ
る
。

　
こ
の
生
前
贈
与
さ
れ
た
財
産
の
範

囲
は
、
受
贈
者
が
相
続
人
以
外
の
場

合
は
相
続
開
始
前
１
年
間
の
贈
与
に

限
定
さ
れ
る
が
、
相
続
人
へ
の
贈
与

に
は
限
定
は
な
く
、
す
べ
て
の
期
間

に
贈
与
さ
れ
た
も
の
が
対
象
に
な
る
。

　
そ
の
た
め
、
相
続
開
始
よ
り
何
十

年
も
前
に
贈
与
さ
れ
て
い
た
財
産
も
、

減
殺
の
結
果
、
遺
留
分
権
利
者
に
取

り
戻
さ
れ
る
事
態
も
生
じ
う
る
た
め
、

受
贈
者
に
と
っ
て
不
安
定
な
権
利
と

な
る
問
題
が
あ
っ
た
。

⒝
そ
の
他

　

遺
留
分
侵
害
額
の
請
求
を
さ
れ
た

者
が
、
遺
留
分
権
利
者
が
支
払
う
べ

き
相
続
債
務
を
代
わ
り
に
支
払
っ
て

い
た
場
合
で
も
、
遺
留
分
の
計
算
で

は
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め

遺
留
分
権
利
者
に
い
っ
た
ん
侵
害
額

を
支
払
い
、
改
め
て
肩
代
わ
り
分
を

請
求
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
遺
留
分
の
算
定
方
法
は
明

文
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

Ⅲ 

改
正
内
容

⒜
相
続
人
へ
の
生
前
贈
与
の
範
囲

　

改
正
後
は
、
遺
留
分
権
利
者
は
侵

害
額
の
金
銭
請
求
を
す
る
こ
と
に
な

る
（
項
目
⑪
）。
こ
の
侵
害
額
の
計

算
の
際
に
算
入
さ
れ
る
贈
与
に
つ
い

て
、
相
続
人
に
対
す
る
も
の
は
「
相

続
開
始
前
10
年
間
の
贈
与
」か
つ「
特

別
受
益
に
あ
た
る
贈
与
」
に
限
定
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

特
別
受
益
に
は
結
婚
や
生
活
費
な

ど
相
続
財
産
の
前
渡
し
と
み
ら
れ
る

贈
与
が
広
く
含
ま
れ
る
が
、
算
入
さ

れ
る
生
前
贈
与
の
期
間
や
内
容
を
改

正
前
よ
り
限
定
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　
た
だ
し
、
当
事
者
双
方
が
遺
留
分

を
侵
害
す
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
し

た
贈
与
は
、
改
正
前
と
同
じ
く
、
す

べ
て
の
期
間
の
も
の
が
算
入
さ
れ
る
。

⒝
そ
の
他

　

肩
代
わ
り
し
た
債
務
が
侵
害
額
の

計
算
時
に
考
慮
さ
れ
る
ほ
か
、
遺
留

分
の
算
定
方
法
が
明
文
化
さ
れ
た
。

　
い
ず
れ
も
２
０
１
９
年
７
月
12
日

ま
で
の
政
令
で
定
め
る
日
（
未
定
）

に
施
行
さ
れ
、
施
行
日
以
後
の
相
続

か
ら
適
用
さ
れ
る
。

Ⅳ 
改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

⒜
相
続
人
へ
の
生
前
贈
与
の
範
囲

⑫ 

遺
留
分
の
算
定
方
法
の
見
直
し

　

算
入
さ
れ
る
生
前
贈
与
の
範
囲
が

限
定
さ
れ
、
生
前
贈
与
が
し
や
す
く

な
る
と
も
思
わ
れ
る
が
、
遺
留
分
の

侵
害
を
認
識
し
て
い
た
場
合
は
こ
れ

ま
で
同
様
、
す
べ
て
の
贈
与
が
算
入

さ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
10
年
が
経
過
し
た
贈
与

で
も
、
遺
留
分
侵
害
額
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
般

的
に
、
相
続
人
は
被
相
続
人
の
財
産

状
況
を
把
握
し
や
す
く
、
遺
留
分
の

侵
害
を
知
っ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
や

す
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
際
に
は
、
遺

留
分
を
侵
害
し
な
い
よ
う
、
な
お
慎

重
に
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⒝
そ
の
他

　

相
続
債
務
は
、
遺
留
分
の
争
い
の

中
で
一
体
的
に
処
理
で
き
る
こ
と
に

な
り
、
簡
便
に
な
っ
た
。

　

遺
留
分
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
は

実
務
を
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
り
、

特
段
大
き
な
影
響
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。

Ⅰ 

改
正
の
概
要

　

⒜
権
利
の
承
継
に
関
し
て
は
、
法

定
相
続
分
を
超
え
て
財
産
を
取
得
し

た
場
合
、
取
得
方
法
を
問
わ
ず
、
す

べ
て
対
抗
要
件
が
必
要
に
な
っ
た
。

　

⒝
義
務
の
承
継
に
関
し
て
は
、
法

定
相
続
分
に
応
じ
て
各
相
続
人
に
請

求
で
き
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
。

Ⅱ 

改
正
前
の
内
容

 

（
改
正
前
の
問
題
点
）

⒜
権
利
の
承
継

　

相
続
人
が
法
定
相
続
分
を
超
え
て

相
続
財
産
を
取
得
し
た
場
合
、
そ
の

取
得
を
第
三
者
（
例
え
ば
、
他
の
相

続
人
か
ら
そ
の
財
産
を
買
い
受
け
た

者
や
、
被
相
続
人
の
債
権
者
な
ど
）

に
主
張
す
る
た
め
に
、
登
記
な
ど
の

対
抗
要
件
が
必
要
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
財
産
の
取
得
方
法
に
よ
っ
て

取
扱
い
が
分
か
れ
て
い
た
。

　

遺
産
分
割
の
場
合
は
対
抗
要
件
が

必
要
で
あ
る
が
、
相
続
分
の
指
定
や

遺
産
分
割
方
法
の
指
定
（
い
わ
ゆ
る

「
相
続
さ
せ
る
」
遺
言
）
の
場
合
は

対
抗
要
件
が
不
要
と
さ
れ
て
お
り

（
判
例
）、
後
者
で
は
、
相
続
人
は
特

段
、
登
記
な
ど
の
手
続
き
を
急
ぐ
必

要
は
な
い
。

　

例
え
ば
、
相
続
人
が
子
Ａ
と
Ｂ
の

２
人（
相
続
分
は
各
２
分
の
１
）、
相

続
財
産
が
不
動
産
、
遺
言
が
「
Ａ
に

す
べ
て
相
続
さ
せ
る
」
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
場
合
に
、
Ａ
の
登
記
よ
り

前
に
Ｂ
が
そ
の
不
動
産
を
第
三
者
Ｃ

に
売
却
し
た
ケ
ー
ス
で
も
、
Ａ
は
不

動
産
の
全
部
の
取
得
を
主
張
で
き
る
。

⒝
義
務
の
承
継

　

相
続
財
産
の
う
ち
マ
イ
ナ
ス
の
財

産
（
相
続
債
務
）
に
つ
い
て
は
、
各

相
続
人
が
法
定
相
続
分
で
承
継
す
る

取
扱
い
が
さ
れ
て
い
る
（
判
例
）。

Ⅲ 

改
正
内
容

⒜
権
利
の
承
継

　

取
得
方
法
を
問
わ
ず
、
法
定
相
続

分
を
超
え
る
権
利
を
主
張
す
る
た
め

に
は
、
す
べ
て
対
抗
要
件
が
必
要
に

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
不
要
だ
っ
た
相

続
分
の
指
定
や
遺
産
分
割
方
法
の
指

定
で
も
、
登
記
等
が
必
要
に
な
る
。

　

前
述
の
ケ
ー
ス
で
は
、
Ａ
は
法
定

相
続
分
を
超
え
る
部
分（
２
分
の
１
）

に
つ
い
て
は
、
権
利
取
得
を
主
張
で

き
な
い
。
そ
の
結
果
、
不
動
産
は
Ａ

と
Ｃ
で
２
分
の
１
ず
つ
共
有
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
な
お
、
預
貯
金
や
貸
金
な
ど
の
債

権
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
（
預
金
で

あ
れ
ば
金
融
機
関
）
へ
の
「
通
知
」

が
対
抗
要
件
と
さ
れ
る
が
、
複
数
の

相
続
人
が
い
る
場
合
の
通
知
方
法
が

簡
素
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
相
続
人
の
１
人
が
遺

言
や
遺
産
分
割
の
内
容
を
示
し
た
う

え
で
債
務
者
に
通
知
す
れ
ば
、
相
続

⑬ 

権
利
／
義
務
の
承
継
に
関
す
る
見
直
し

人
全
員
が
対
抗
要
件
を
備
え
た
こ
と

に
な
る
。

⒝
義
務
の
承
継

　

従
来
の
取
扱
い
を
明
文
化
す
る
。

　
い
ず
れ
も
２
０
１
９
年
７
月
12
日

ま
で
の
政
令
で
定
め
る
日
（
未
定
）

に
施
行
さ
れ
る
。

Ⅳ 

改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

⒜
権
利
の
承
継

　

対
抗
要
件
が
必
須
と
な
る
た
め
、

相
続
登
記
等
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

が
重
要
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
相
続
で

は
登
記
不
要
の
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
登
記
に
対
す
る
意
識
が
薄
い

相
続
人
も
多
い
と
思
わ
れ
、
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
求
め
ら
れ
る
。
法
定

相
続
情
報
証
明
制
度
（
項
目
⑮
）
に

関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
も
有
益
だ
ろ
う
。

⒝
義
務
の
承
継

　

従
来
の
取
扱
い
の
明
文
化
で
あ
り
、

実
務
上
の
影
響
は
少
な
い
が
、
ア
ド

バ
イ
ス
に
お
い
て
説
明
し
や
す
く
な

る
だ
ろ
う
。

FA18冬 P28-33_v13.1 #4.indd   030-031FA18冬 P28-33_v13.1 #4.indd   030-031 2018/11/09   18:272018/11/09   18:27
プロセスブラックプロセスブラック



032Winter 2018 ファイナンシャル・アドバイザー033 Winter 2018ファイナンシャル・アドバイザー

メイン
特 集 相続ルール改正で

アドバイスはどう変わるか

法定相続情報証明制度（イメージ図）図表

返却

法定相続情報
一覧図の写し
（無料で必要な
通数を交付）

返却

導入前

導入後

登記所（相続登記）

銀行（預金払戻）

税務署（相続税申告）
戸籍書類一式

（出所）法務省資料を基に大和総研作成

・Ａが死亡し、相続が開
始。
・相続人はＡの子Ｂと
子Ｃの２人。

・相続財産は預貯金約
3,800万円と不動産
約250万円。

・子Ｂは生前贈与で約
5,500万円取得。

預貯金
3,800万円

Ａ
（被相続人）

Ｂ
（相続人）

Ｃ
（相続人）

生前贈与
5,500万円

判例変更前の取扱い

Ｂ 生前贈与
5,500万円＋

預貯金
1,900万円＋

不動産
０円 ＝ 7,400万円

Ｃ 預貯金
1,900万円＋

不動産
250万円＝

2,150万円

【遺産分割外】
3,800万円×１─２（法定相続分）
＝1,900万円を取得

判例変更後の取扱い

Ｂ 生前贈与
5,500万円＋

預貯金
０円 ＋ 不動産０円 ＝ 5,500万円

Ｃ 預貯金
3,800万円＋

不動産
250万円＝

4,050万円

【遺産分割】
（5,500万円＋預貯金3,800万円＋250万円）×１─２
－5,500万円（生前贈与）
＝－725万円（相続分は０円）

不動産
250万円

判例変更前後の取扱いの比較例図表

（出所）大和総研作成

Ⅰ 
判
例
変
更
の
概
要

　

最
高
裁
は
、
相
続
預
金
に
つ
い
て

の
従
来
の
判
例
を
変
更
し
、
共
同
相

続
さ
れ
た
普
通
預
金
等
は
遺
産
分
割

の
対
象
に
な
る
と
し
た
（
２
０
１
６

年
12
月
19
日
、
２
０
１
７
年
４
月
６

日
）。

Ⅱ 

判
例
変
更
前
の
内
容

　

従
来
の
判
例
で
は
、
名
義
人
が
死

亡
し
て
相
続
が
開
始
す
る
と
、
預
貯

金
は
当
然
に
法
定
相
続
分
に
よ
っ
て

分
割
相
続
さ
れ
、
相
続
人
全
員
の
合

意
が
な
い
限
り
、
遺
産
分
割
の
対
象

に
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。

　

生
前
贈
与
を
受
け
て
い
な
い
相
続

人
が
お
り
、
め
ぼ
し
い
相
続
財
産
が

預
貯
金
の
み
で
あ
る
ケ
ー
ス
で
は
、

相
続
人
間
の
公
平
が
図
れ
な
い
。

　

図
表
の「
判
例
変
更
前
の
取
扱
い
」

の
と
お
り
、
Ｃ
が
不
動
産
を
取
得
し

て
も
合
計
約
２
１
５
０
万
円
に
し
か

な
ら
ず
、
生
前
贈
与
分
約
５
５
０
０

万
円
を
合
わ
せ
て
約
７
４
０
０
万
円

取
得
す
る
Ｂ
と
比
べ
て
、
公
平
を
欠

く
結
果
と
な
る
。

Ⅲ 

判
例
変
更
の
内
容

　

共
同
相
続
さ
れ
た
一
定
の
預
貯
金

に
つ
い
て
、
相
続
開
始
に
よ
り
当
然

に
法
定
相
続
分
に
従
っ
て
分
割
相
続

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
た
。

　
つ
ま
り
、
預
貯
金
は
相
続
開
始
に

よ
り
共
同
相
続
人
の
共
有
と
な
り
、

遺
産
分
割
を
経
て
、
各
相
続
人
が
承

継
す
る
。

　

図
表
の
ケ
ー
ス
で
は
、
Ｃ
が
預
貯

金
、
不
動
産
す
べ
て
を
取
得
す
る
な

ら
、
合
計
約
４
０
５
０
万
円
を
取
得

で
き
、
不
公
平
が
あ
る
程
度
解
消
で

き
る
こ
と
に
な
る
。

Ⅳ 

判
例
変
更
が
実
務
に
与
え
る
影
響

　

遺
産
分
割
が
終
わ
る
ま
で
は
、
各

相
続
人
は
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
預

貯
金
の
払
戻
し
を
受
け
ら
れ
な
く
な

り
、
葬
儀
費
用
等
、
緊
急
な
払
戻
し

⑭ 

相
続
預
金
の
取
扱
い
に
関
す
る
判
例
変
更

の
必
要
が
あ
る
場
合
に
困
る
こ
と
と

な
る
。

　
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
遺
産
分

割
前
の
預
貯
金
の
仮
払
い
制
度
（
項

目
⑥
）
が
、
今
回
の
相
続
法
改
正
で

設
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

Ⅰ 

制
度
の
概
要

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
で
取
得

し
た
書
面
を
、
戸
籍
の
代
わ
り
に
各

種
の
相
続
手
続
に
利
用
で
き
る
。

Ⅱ 

制
度
導
入
前
の
内
容

 

（
導
入
前
の
問
題
点
）

　

相
続
手
続
で
は
、被
相
続
人
の「
相

続
財
産
」
の
ほ
か
「
法
定
相
続
人
」

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
相
続
税
の
申
告
や
相
続
登

記
の
際
、被
相
続
人
の
「
戸
籍
謄
本
」

等
の
提
出
が
求
め
ら
れ
る
。

　
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
法
定
相
続
人

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
被
相
続
人
が
生
ま
れ

て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
一
連
の
戸

籍
謄
本
等
の
束
を
用
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
謄
本
等
は
「
原

本
」
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
相
続
人
は
、
相
続

税
の
申
告
や
預
貯
金
の
払
戻
し
、
不

動
産
の
移
転
登
記
な
ど
の
手
続
ご
と

に
、
戸
籍
謄
本
等
の
束
を
提
出
し
、

返
却
を
受
け
て
か
ら
次
の
手
続
に
移

る
か
、
手
続
を
同
時
並
行
す
る
た
め

に
は
束
を
複
数
セ
ッ
ト
用
意
す
る
必

要
が
あ
り
、
時
間
や
費
用
の
面
で
負

担
が
大
き
か
っ
た
。

Ⅲ 

制
度
の
内
容

　

２
０
１
７
年
５
月
か
ら
、
相
続
人

が
法
務
局
（
登
記
所
）
に
一
定
の
書

類
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
法
定
相
続

人
が
誰
で
あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証

明
す
る「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」

が
導
入
さ
れ
た
（
図
表
）。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
相
続
人
（
ま

た
は
そ
の
代
理
人
）
は
、
被
相
続
人

の
一
連
の
戸
籍
謄
本
等
の
ほ
か
、
住

民
票
の
除
票
な
ど
を
用
意
し
て
「
法

定
相
続
情
報
一
覧
図
」
を
作
成
す
る
。

　
こ
の
一
覧
図
を
法
務
局
に
提
出
し

て
お
け
ば
、
５
年
間
、
そ
の
一
覧
図

の
写
し
（
法
務
局
の
認
証
文
付
き
）

の
交
付
を
無
料
で
受
け
ら
れ
、
戸
籍

謄
本
等
の
束
の
代
わ
り
に
使
う
こ
と

が
で
き
る
。

　

２
０
１
８
年
度
税
制
改
正
で
利
用

範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
２
０
１
８
年
４

月
以
後
、
一
定
の
形
式
の
も
の
に
限

り
、
相
続
税
の
申
告
書
の
添
付
書
類

と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
相
続
人
の
住
所
を
記
載
す
れ
ば
、

⑮ 

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

相
続
登
記
に
お
い
て
相
続
人
の
住
民

票
の
写
し
等
の
代
わ
り
に
も
使
え
る
。

Ⅳ 

改
正
が
実
務
に
与
え
る
影
響

　

相
続
登
記
、
預
金
払
戻
し
の
ほ
か
、

相
続
税
の
申
告
手
続
で
の
利
用
も
可

能
に
な
り
、
相
続
人
に
と
っ
て
メ
リ

ッ
ト
は
大
き
い
。
ア
ド
バ
イ
ス
時
に

は
、
制
度
の
説
明
が
必
須
と
い
え
る
。

　
な
お
、
相
続
税
の
申
告
手
続
に
利

用
で
き
る
形
式
が
限
定
さ
れ
て
い
る

点
に
は
注
意
が
必
要
だ
。
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